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The aim of this paper is to show the foundation of the performance.
We base our playing of musical pieces on some kind of foundation, one of which is
interpreting a musical piece based on the result of an analysis. This paper is an analysis and
interprets Johann Sebastian Bach’s Die Dreistimmige Sinfonien - Sinfonia 15 h moll BWV 801.
Both the structure of the musical piece and the elements that make up the theme were
examined in detail to clarify how these elements have been used aside from as theme.
By reading the intention of the composer through this analysis, the tempo, the climax, the





題し､「第１番 ハ長調 BWV 7723)」から「第 11 番 ト短調 BWV 782」までの 11 曲を、「豊
橋短期大学研究紀要 第２号 1985 年」から「同第 12 号 1995 年」の各号に、それぞれ楽曲分析し
演奏解釈した。また、「第 12 番 イ長調 BWV783」から「第 15 番 ロ短調 BWV 786」まで
を、「豊橋創造大学短期大学部研究紀要 第 14 号 1997 年」から「同第 17 号 2000 年」に、同じく
楽曲分析し演奏解釈した。続いて、「J.S. バッハ作曲『三声シンフォニア』の楽曲分析と演奏解
釈」と題し、「第１番 ハ長調 BWV 787」から「第 11 番 ト短調 BWV 797」を、「豊橋創造
大学短期大学部研究紀要 第 19 号 2002 年」から「同第 29 号 2012 年」に、楽曲分析し演奏解釈し
た。加えて、「J.S. バッハ作曲『三声シンフォニア』の楽曲分析と演奏解釈」と題し、「第 12 番
イ長調 BWV 798」から「第 14 番 変ロ長調 BWV 800」までを、「東海学園大学研究紀要 第
20 号 人文科学研究編 2015 年」から「同第 22 号 同編 2017 年」に、楽曲分析し演奏解釈した。
上記の小論のうち、「第１番 ハ長調 BWV 772」（藤本逸子 1985 年）において、J.S. バッハ





ハ長調 BWV 772」（藤本逸子 1985 年）における研究結果を基にしている。これら二つの件以
外は、それぞれの楽曲を独立した作品としてとらえ、楽曲相互の比較研究等は行っていない。「第




J.S. バッハは、全 63 曲の「W.F. バッハのための小曲集」から、二声作品「プレアンブルム」15







上記小論（藤本逸子 1985 年～1995 年の 11 小論 1997 年～2000 年の 4 小論 2002 年～2012
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「W.F. バッハのための小曲集」4）において、この「Sinfonia 15」にあたるのは、55 番めの楽曲
で「Fantasia ７」（BWV 801）と題されている。「Sinfonia 15」と「Fantasia 7」の間には、表 1に
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「Sinfonia 15」 「Fantasia ７」
４ 5）上声 1拍め H音6）十六分音符 ４ 上声１拍め H音なし休符
11 中声 1拍め G音十六分音符 11 中声 1拍め G音八分音符
12 中声 全休符 12 中声 休符省略
13 中声 全休符 13 中声 休符省略
15 上声 全休符 15 上声 休符省略
16 上声 全休符 16 上声 休符省略
25 下声 3拍～４拍め Fantasia7 より
１オクターブ上
25 下声 3拍～４拍め Sunfonia15 より
１オクターブ下
26 中声 1拍め H音十六分音符 26 中声１拍め H音なし休符
27 中声 全休符 27 中声 休符省略
28 中声 全休符 28 中声 休符省略
29 下声 3拍め Ais 音 H音 Cis 音
４拍め Fis 音 H音A音
29 下声 3拍め Ais 音 Ais 音 H音
４拍め Cis 音 H音Ais 音
33 中声 全休符 33 中声 休符省略
第１部 １～13（13） 第２部 14～38（25）
主 題 １～３（3） 主 題 14～16（3）
主 題 ４～６（3） 主 題 17～19（3）
間奏１ ７～10（4） 間奏３ 20～25（6）







































組になって 2度下行するゼクエンツとなっていた。この間に、1小節ごとに、h moll、E dur、
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・20～25上声部は、保続音の小節と（a）の小節の 2小節が 1組となって、1小節ごとに e moll、






付点八分音符の音は、20では上中音を、21～24では主音を、25では間奏 4を h moll で始め



















と続いていた。30で h moll の上中音を鳴らしていた。31では、（a4）（a2）の後に（a）の新
しい形である 6度跳躍下行する（a6）が並んでいた。32で、h moll のⅤ7 の構成音であるAis
音とフェルマータのついたFis 音を鳴らして、コーダに入る準備をしていた。
・29～32中声部では、29は、休止である。30は（a3）（a4）（a3）と並び、31で h moll の下中
音を鳴らし、32では、32上声部と同様、h moll のⅤ7 の構成音であるFis 音とフェルマータ
のついたAis 音を鳴らして、コーダに入る準備をしていた。
・29～32下声部では、29は、h moll の導音の後に（c′）が続いていた。30は、付点八分休符を


















表 2 諸校訂版による「Sinfonia 15」のテンポに関する指示
東海学園大学紀要 第 23 号60
校訂者 テンポに関する指示
Hans Bischoff Allegro vivace {＝ 100
Ferruccio Busoni Moderato, non troppo
Alfredo Casella Allegretto moderato
Carl Czerny Allegro moderato {＝ 112
Ignaz Friedman Allegretto, sempre leggiero
William Mason Allegro moderato
Bruno Mugellini Allegretto con spirito {＝ 84
Willard A.Palmer Allegro vivace {＝ 90～100
Blanche Selva Mouv de Gigue.
井口 基成 Moderato
市田 儀一郎 Allegretto {＝± 85
園田 高弘 Moderato
高木 幸三 Allegro vivace {＝ 84～92
寺西 基之 Allegro {＝ 100
中井 正子 {＝ 76～86
また、内外 12 人の演奏家の演奏時間は、表 3のとおりであった。
表 3 諸演奏家における「Sinfonia 15」の演奏時間
表 2の校訂版を見ると、Moderato はあるが、「ゆったり」を感じさせる指示はなかった。表 3
の演奏は、いずれも「速さ」を感じさせる演奏であった。1分 20 秒に満たない演奏は、速さが前








筆者は、深刻さを感じさせない h moll を表現したい。軽快であるが速すぎないテンポの




演奏者 録音年 楽器 演奏時間
Simone Dinnerstein 2013 年 ピアノ 1分 15 秒
Christoph Eschenbach 1974 年 ピアノ 1分 17 秒
Gienn Gould 1964 年 ピアノ 1分 03 秒
András Schiff 1977 年 ピアノ 1分 20 秒
1983 年 1 分 23 秒
Peter Serkin 1995 年 ピアノ 1分 23 秒
Valery Lloyd-Watts 1993 年 ピアノ 1分 26 秒
江崎 昌子 2012 年 ピアノ 1分 34 秒
清水 和音 2006 年 ピアノ 1分 19 秒
高橋 悠治 1977 年～1978 年 ピアノ 1分 22 秒
田村 宏 不明 ピアノ 1分 29 秒
渚 智佳 2010 年 ピアノ 1分 26 秒


































































・第２部は、D dur で始まる。その明るさを前面に出して（T）と（G）を f で奏でる。力強い






・主題17～19も主題14～16同様、軽やかな f で（T）と（G）を奏でる。主題14～16よりも 5











・下声部は、間奏１と同じように、上声部と中声部の掛け合いを（c）の細かい cresc. と dim.
のうねりで支えるが、23～25は（c）の反行形の（ c）になっている。（ c）は、反行形になる
ことによって、上行と下行の動きが（c）とは逆になっているが、cresc. と dim. は、（c）と

































本曲が、J.S. バッハ作曲「三声シンフォニア」15 曲の終曲である。また、J.S. バッハ作曲「二










号「J.S. バッハ作曲『二声インヴェンション』の楽曲分析と演奏解釈」藤本逸子 1985 年（以下「２号に
おける小論」）の「『インヴェンション』について」の項を参照のこと。
２）本文中の作品名・書名・協調語句は、原則として「 」に入れて表す。
３）ＢＷＶ＝Bach-Werke-Verzeichinis W. シュミーダによる J.S. バッハの作品総目録番号。
４）「W.F. バッハのための小曲集」については、「第２号における小論」の「『インヴェンション』について」
の項を参照のこと。
５）小節数は、数字を で囲むことによってあらわす。例：第４小節め→４ 第３小節めから第 10 小節め→
３～10
６）音名は、原則としてドイツ音名で表す。例：変ロ音→Ｂ音 嬰ヘ音→Fis 音
７）この小論における「Sinfonia 15」に関する楽譜は、Johann Sebastian Bach 2014 Inventionen und
Sinfonien Kassel: Bärenreiter-Verlag を用いている。国内においては、ベーレンライター社/カッセルの
出版物に基づいて制作されたライセンス版として、ヤマハミュージックメディアが発行している。
８）調名は、原則としてドイツ音名を用い、ドイツ音名の大文字は長調、小文字は短調を表す。例：ハ長調→
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